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事業 河川事業 水系名 瀬戸川水系

事業目的 

瀬戸川水系河川整備計画に基づき、概ね 24年に１回程度の降雨による洪水を安全に流下させるため、計画的に河川改

修を実施し、流域全体の治水安全度を向上させる。

瀬戸川水系における「計画的に整備を進める区間」 前回評価年度 

本川

H24 再評価

瀬戸川
概ね24年に１回程度の降雨による洪水を安全に流下 

[JR 山陽本線橋梁地点：210m3/s（合流点 120m3/s）]

支川

清水川
概ね24年に１回程度の降雨による洪水を安全に流下 

[JR 山陽本線橋梁地点：210m3/s（合流点 90m3/s）]

事業概要および進捗状況

今回評価内容    （）：前回評価時点

工区 事業区間 整備内容 

河川整備計画策定

以降の事業費
残事業費 進捗率 完成予定

年度 
内用地補償費 内用地補償 内用補進捗率

瀬

戸

川

水

系 

瀬戸川 

明石市 

魚住町 

西岡～清水 

河道改修 760m 

橋梁架替 1橋 

井堰改築 1基 

2.7 億円 

(2.7 億円) 

1.5 億円 

(2.0 億円) 

44% 

（26%） H32 

(H27) 0.4 億円 

(0.4 億円) 

0.2 億円 

(0.3 億円) 

50% 

(25%) 

清水川 

明石市 

魚住町 

西岡～清水 

河道改修 500m 

橋梁架替 1橋 

井堰改築 1基 

2.3 億円 

(2.3 億円) 

2.0 億円 

(2.0 億円) 

13% 

（13%） H36 

(H31)0.2 億円 

(0.2 億円) 

0.1 億円 

(0.1 億円) 

50% 

(50%) 

水系計
5.0 億円 

(5.0 億円) 

3.5 億円 

(4.0 億円) 

30% 

(20%) 

H36 

(H31) 

事業を取り巻く

社会経済情勢等

の変化

全国で局地豪雨が頻発していることから、地元の河川改修への要望がさらに強まっている。 

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】 
① 瀬戸川の用地交渉が難航し、用地買収が５年遅延した（収用手続中）。 

② この結果、完了は平成 36年度となる。

進捗状況 

① 瀬戸川の橋梁架替(幣塚橋)に必要な用地の取得に向け、平成 26 年度から収用手続きを開始し、

平成 29年９月に裁決された。 

② 明渡し期限後に用地を取得、幣塚橋の架替に着手し、平成 36 年度の事業完了に向け、引き続き

工事を推進する。

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び

対応方針 
(H24 年度再評価)

【審査会意見】継続妥当 
今後維持管理費が増大していくことなどを踏ま

え、できるだけ土砂が堆積しにくい工夫を図るよう

努められるとともに、除草等の日常的な維持管理に

ついては、地域との連携に一層取り組まれたい。

【対応方針】 
・土砂の堆積状況に応じて撤去する。 

・明石市と委託契約を結び、クリーン作戦にて

日常の維持管理に取り組んでいる。 

(1)必要性 ① 瀬戸川上流部の国道２号直下流は計画流量 120m3/s に対し現況が概ね 70m3/s、支川清水川は計

画流量 90m3/s に対し現況が概ね 30m3/s しかないことから、計画流量に対する浸水被害の防止に

向け、治水安全度の向上が必要である。

(2)有効性 

・効率性 

（事業執行環境）

① 費用便益比 B/C＝9.3 

② JR 山陽本線より下流は小規模河川改修事業等により改修済で、国道２号より上流は災害復旧助

成事業により改修済。国道２号から下流の未改修区間を河道拡幅することにより、上下流で一連

の治水安全度を確保（ネック区間を解消）することができる。 

・当該事業については、地元からの早期事業完了の要望がある。

(3)環境適合性 ① 支川清水川の井堰改築にあたっては、瀬戸川同様に魚道を設置し、生物の移動が可能となるよう

に配慮する。 

② アンカー式空石積護岸を採用し、生物の生活の場を確保する。 

③ 瀬戸川と清水川の合流点に階段を設け親水性に配慮した河川改修を行っている。

(4)優先性 残事業区間には人家連担区域が含まれており、流下能力不足による大きな浸水被害が想定されてい

る。

の
結
果

再
評
価

継続 
左理
の由

 事業の必要性は、事業採択時と変わっておらず、地域住民の安全安心な生活環境を確保する

ため、事業を継続する必要がある。
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事業進捗状況概要図（継続：再評価[第２回]）
事業名 総合流域防災事業 路線・河川名 二級河川瀬戸川

工区 全体 
整備計画策定から

過去 5年間以前
過去 5年間 今後 5年間 6～10 年間 

瀬
戸
川
水
系

H19～H36 年度 

【事業費=5.0 億円】

・整備延長： 

瀬戸川 760m 

清水川 500m 

・整備概要： 

河道改修 

橋梁架替 2橋 

井堰改築 2基 

H19～H24 年度 

【事業費=0.9 億円】 

・瀬戸川の約 640m 区

間で河道改修が完

了 

・瀬戸川 6号堰が完了 

・清水川の約 200m 区

間で河道改修が完

了 

H25～H29 年度 

【事業費=0.6 億円】 

・瀬戸川用地買収 

・幣塚橋の架替 

H30～34 年度 

【事業費=2.7 億円】 

・幣塚橋の架替 

・瀬戸川の河道改修 

・清水川 1号堰の改

築 

・清水川の河道改修 

・帝釈橋の架替 

H35～36 年度 

【事業費=0.8 億円】 

・清水川の河道改修 

・帝釈橋の架替 

・流下能力の向上 

・ネック箇所（井堰）

の解消 

・流下能力の向上 ・流下能力の向上 

・ネック箇所（橋梁、

井堰）の解消 

・流下能力の向上 

・ネック箇所（橋梁）

の解消 

神戸市

明石市

稲美町

加古川市

瀬戸

清水

東二見駅 魚住駅

土山駅

大久保駅

西江井ヶ島駅

山陽魚住駅

瀬戸川
延長 760ｍ

清水川
延長 500ｍ

播磨町

瀬戸川瀬戸川

基準点

(ＪＲ山陽本線橋梁)

江井ヶ島駅

第二神明道路

山陽電鉄

山陽新幹線 JR 山陽本線
出典：数値地図 25000（国土地理院 地図画像）

凡例
   : H19～H24
   : H25～H29
   : H30 以降

: 高速道路 
   : 国道  
   : JR 
   : 流域界 
   : 基準点 

: 浸水範囲 
(S40.9 台風第 23 号洪水)

2 

250
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整備概要図

標準断面図（瀬戸川）

標準断面図（清水川）

6
00

整備前
H30以降整備予定箇所

H.W.L▽

▽

20,600

2
,1

0
0

アンカー式空石積護岸 アンカー式空石積護岸

澪筋

整備前
H30以降整備予定箇所

▽

14,700

2
,2

0
0

6
00

アンカー式空石積護岸 アンカー式空石積護岸

H.W.L

▽

澪筋

瀬戸川

清水川

清水川
1号堰

たいしゃくばし

帝釈橋

ぬさづかばし

幣塚橋

明石市

瀬戸川
6号堰

整備済み
延長640m

瀬戸川 延長760m

清水川 延長500m

整備済み
延長200m

①

②
③

④

出典 ：明石市都市計画地図

瀬戸川
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整備状況

スケジ ュ ール
＜凡例＞

前回評価時点

現計画

【完成区間】

【残事業区間】

③瀬戸川（幣塚橋下流） ④清水川（帝釈橋下流）

①支川清水川合流点 ②瀬戸川６号堰下流

河道拡幅完了
瀬戸川清水川

河道拡幅完了

ぬさづか たいしゃく

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

（　　　借　　　　地　　　）

（　　　借　　　　地　　　）

幣塚橋

清
水
川

用地補償

河道改修
(掘削・護岸)

橋梁

6号井堰

幣塚橋

事業認定・収用手続

帝釈橋
帝釈橋

井堰
１号井堰

１号井堰

瀬
戸
川

用地補償

河道改修
(掘削・護岸)

橋梁

井堰
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事業効果について

（１）費用対効果

　便益（Ｂ）の項目

　１） 便益＝治水事業を実施することによる被害軽減期待額を現在価値化

被害額＝一般資産被害（家屋、家庭用品、事業償却資産、農漁家償却資産等）

　　　　　　＋農産物被害＋公共土木施設等被害＋営業停止被害＋応急対策費用

　2） 費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

治水経済調査マニュアル（案）国土交通省河川局　平成17年4月

　費用便益比（Ｂ/Ｃ）算出根拠

河川整備計画の整備区間を対象　　

 （２）費用対効果に含まれない効果

　①人的被害の軽減

　②道路、鉄道等の交通途絶による波及被害の軽減

　③医療・社会福祉施設、防災拠点施設、文化施設等の被害の軽減

　④ライフラインの停止による波及被害の軽減

  ⑤水害廃棄物の発生の軽減
　⑥多様な生物の生活環境の保全・再生・創出
　⑦親水空間の整備・景観への配慮

治水安全度の向上

評価の視点 効 果 項 目　(費用対効果の便益内容)

浸水被害の軽減

・一般資産被害
　(家屋、家庭用品、事業所償却資産、
　農業家償却資産等)
・農産物被害、公共土木施設等被害、
　営業停止被害、応急対策費用

総便益費
（百万円）

代表的な効果
総費用

（百万円）
事業費

（百万円）
維持管理費
（百万円）

4,994
計画規模の降雨に対して
　・浸水戸数236戸の解消
　・浸水面積20.6haの解消

538 485 53 9.3

便益（B） 費用（C）

B／C
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人的被害の軽減 ○

・浸水区域内人口553人、災害
　時要援護者193人を解消
・想定死者13人（避難率0%）、
　8人（避難率40%）、3人（避難
　率80%）を解消
・最大孤立者193人（避難率0%）
　、116人（避難率40%）、39人
　（避難率80%）を解消

道路、鉄道等の交通途絶による波
及被害の解消

○
・国道2号線の交通途絶を解消
　（交通量19,633台／日）

医療・社会福祉施設、防災拠点施
設、文化施設等の被害の軽減

○ ・福田保育園分園の浸水を解消

ライフラインの停止による波及被害
の軽減

○
・上水道の使用不能者77,751人
　の解消。

水害廃棄物の発生の軽減 ○
・水害廃棄物146t、処理費用
　408.8万円の解消

親水空間の整備・景観への配慮 ○
・瀬戸川と清水川の合流点に
　階段を設け、親水性に配慮し
　た河川改修を行っている。

※ ○印は当該事業効果の主な項目

（３）地域からの要望状況等

参考：事業の変遷

昭和40年：台風23号洪水（浸水家屋280戸）
昭和54年：中小河川瀬戸川改良工事全体計画書策定
　　　　　　　（小規模河川改修事業着手（L＝2,540m　山陽電鉄～国道2号）
平成14年：JR山陽本線下流までの整備完了
平成17年：瀬戸川水系　河川整備基本方針策定
　　　　　　　総合流域防災事業に移行（L＝2,540m　山陽電鉄～国道2号）
平成19年：瀬戸川水系　河川整備計画策定（L＝1,260m　JR山陽本線～国道2号）
平成20年：河川整備計画の公共事業等審査会への報告
平成24年：事業評価（再評価第1回）

参考：河川整備計画に位置付けられた事業の評価時期

社会経済活動等の安定

効 果 項 目

多様な生物の生活環境の保全・再
生・創出

○

要望状況等 地元自治会から瀬戸川および幣塚橋の改修促進について、要望が出されている。

・瀬戸川と清水川の井堰改築
　にあたっては、魚道を設置し、
　生物の移動が可能となるよう
　にする。

評価の視点 該当する事業内容

魅力ある河川空間の創造

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

瀬戸川水系
再
評
価

再
評
価

河
川
整
備
計

画
策
定
・

再
評
価

再
評
価

再
評
価
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